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執
行
委
員
会
で
は
、
は
じ
め
に
日

医
連
委
員
長
の
選
出
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
日
医
連
委
員
長
選
出
規
程

に
よ
り
仮
議
長
の
選
出
が
行
わ
れ
、

石
川
育
成
岩
手
県
医
師
連
盟
委
員
長

が
仮
議
長
に
選
出
さ
れ
た
。

石
川
仮
議
長
か
ら
、「
日
医
連
委

員
長
選
出
規
程
に
従
い
、
日
本
医
師

会
か
ら
日
医
連
に
対
し
て
、
横
倉
義

武
氏
（
日
医
会
長
）
を
日
医
連
委
員

長
に
推
薦
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ

た
」
と
報
告
が
な
さ
れ
、　
満
場
一

致
で
、
横
倉
日
医
会
長
が
日
医
連
委

員
長
に
就
任
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ

た
。横

倉
委
員
長　

引
き
続
き

医
政
活
動
に
全
力

横
倉
義
武
委
員
長
は
、
日
医
連
委

員
長
の
承
認
に
つ
い
て
謝
辞
を
述
べ

た
あ
と
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
行
っ

た
。「こ

の
二
年
間
の
政
治
情
勢
を
振

り
返
る
と
、
民
主
党
政
権
か
ら
一
昨

付
抑
制
に
つ
な
が
る
懸
念
の
あ
る
、

『
患
者
申
出
療
養
』
等
の
さ
ま
ざ
ま

な
保
険
外
併
用
療
養
の
拡
大
な
ど
、

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い
て
、

国
民
の
た
め
の
医
療
政
策
と
し
て

の
、
日
本
医
師
会
の
考
え
る
医
療
政

策
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
日
本
医

師
連
盟
の
活
動
も
今
ま
で
以
上
に
積

極
的
に
展
開
し
て
い
か
な
く
て
は
な

年
十
二
月
の
自
公
政
権
へ

の
政
権
交
代
が
あ
り
、
そ

の
間
、
二
度
の
国
政
選
挙

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月

衆
議
院
総
選
挙
・
平
成
二

十
五
年
七
月
参
議
院
選

挙
）
へ
の
対
応
も
行
っ
て

き
た
。
大
き
な
政
治
情
勢
の
変
化
の

な
か
で
『
国
民
医
療
を
守
っ
て
い
く

た
め
の
陳
情
活
動
』
に
最
大
限
努
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
・

介
護
を
取
り
巻
く
環
境
は

日
々
厳
し
さ
を
増
し
つ
つ

あ
る
。

一
つ
目
に
は
、
団
塊
の

世
代
が
七
十
五
歳
以
上
と

な
る
、二
〇
二
五
年
問
題
。

二
つ
目
に
は
、
国
の
借
金

が
一
千
兆
円
を
超
え
る
財

政
赤
字
の
な
か
で
、
社
会

保
障
費
を
ど
の
よ
う
に
確

保
し
て
い
く
か
と
い
う
問

題
。
こ
の
二
つ
の
問
題
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

ま
た
、
直
面
す
る
課
題

と
し
て
は
、
来
年
十
月
に

消
費
税
率
が
一
〇
％
へ
引

き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な

っ
て
い
る
な
か
、
医
療
機

関
に
お
け
る
控
除
対
象
外

消
費
税
問
題
へ
の
対
応

や
、
公
的
医
療
保
険
の
給

　
日
本
医
師
連
盟
は
、
七
月
二
十
九
日
、
日
医
会
館
に
お
い

て
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。
執
行
委
員
会
で
は
、「
日
医
連

役
員
等
人
事
」、「
平
成
二
十
六
年
度
交
付
金
」
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
横
倉
義
武
日
本
医
師
連
盟
委
員
長
（
日
医
会
長
）

の
再
任
を
決
議
し
た
。役
員
・
執
行
委
員
等
の
任
期
は
二
年
間
。

日医連執行委員会

ら
な
い
。
全
国
の
会
員
の
先
生
方
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
更
な
る
活
動

強
化
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
る
の
で
引
き
続
き
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
（
要
旨
）」

日
医
連
役
員
等
の
人
事
を

承
認続

い
て
、
日
医
連
役
員
等
人
事
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
た
。

横
倉
委
員
長
は
「
本
日
は
、
委
員

長
の
ほ
か
に
副
委
員
長
三
名
、
常
任

執
行
委
員
十
六
名
、
会
計
責
任
者
一

名
、
同
職
務
代
行
者
一
名
、
会
計
監

督
者
三
名
の
各
役
員
と
、
日
医
連
規

約
第
十
四
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
参

与
の
ご
承
認
に
つ
い
て
審
議
を
賜
り

た
い
。

な
お
、
常
任
執
行
委
員
に
つ
い
て

は
、
日
医
常
任
理
事
四
名
の
ほ
か
、

全
国
の
医
師
連
盟
の
ご
意
見
を
幅
広

く
伺
う
た
め
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら

一
名
ず
つ
計
八
名
を
選
任
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
委
員
長
推
薦
の
形
で
若

干
名
を
指
名
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
委

嘱
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
人
事
案

に
つ
い
て
ご
議
論
を
賜
り
た
い
」
と

提
案
し
た
。

提
案
ど
お
り
、
全
会
一
致
で
人
事

日医連委員長に選出され挨拶する
横倉義武委員長

 日
医
連
執
行
委
員
会
開
催

横
倉
委
員
長
再
任

日
医
連
推
薦
参
議
院
議
員
の
羽
生
田
俊
議
員
が
挨
拶

案
は
承
認
さ
れ
た
。

（
※
「
日
医
連
役
員
・
執
行
委
員

等
」
の
名
簿
は
二
面
に
掲
載
）

昨
年
度
同
様
の
四
〇
％
を

交
付平

成
二
十
六
年
度
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
今
村
聡
副
委
員
長
が
、「
昨

今
の
政
治
情
勢
等
に
鑑
み
、
昨
年
度

と
同
じ
く
負
担
金
の
四
〇
％
を
都
道

府
県
医
師
連
盟
に
交
付
す
る
こ
と
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
提
案
し
、

平
成
二
十
六
年
度
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。

次
期
参
議
院
選
挙
対
応
を

今
後
議
論
へ

最
後
に
、
横
倉
委
員
長
が
、「
次

期
参
議
院
選
挙
（
平
成
二
十
八
年
七

月
予
定
）
に
お
け
る
日
医
連
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
八
月
に
常
任

執
行
委
員
会
、
九
月
に
執
行
委
員
会

を
開
催
し
先
生
方
の
ご
意
見
を
賜
り

た
い
。

ま
た
、
若
手
医
師
連
盟
会
員
対
象

の
『
日
医
連
医
政
活
動
研
究
会
』
を

九
月
に
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
」
と

述
べ
執
行
委
員
会
は
終
了
し
た
。

「
お
陰
さ
ま
で
、
当
選
か
ら
ち
ょ

う
ど
一
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
、
国
会
で
活
動
を
い
た

し
て
参
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、

全
国
の
先
生
方
の
ご
期
待
に
充
分
そ

え
る
よ
う
な
活
動
が
、
で
き
て
は
い

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
か
ら
も
、
一
年
一
年
し
っ

か
り
と
議
員
と
し
て
の
仕
事
を
し
て

参
り
た
い
。
現
場
の
ご
意
見
を
国
政

に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
先

生
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
（
要
旨
）」

挨拶する羽生田俊参議院議員
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委員長 横　倉　義　武
副委員長 中　川　俊　男 今　村　　　聡 松　原　謙　二

常任執行委員 深　澤　雅　則 嘉　数　研　二 尾　㟢　治　夫 太　田　照　男 小　林　　　博
伯　井　俊　明 石　川　　　紘 福　田　　　稠 大久保　吉　修 寺　下　浩　彰
魚　谷　　　純 松　田　峻一良 今　村　定　臣 小　森　　　貴 道　永　麻　里
釜　萢　　　敏

会計責任者 川　島　龍　一
会計責任者職務代行者 野　田　健　一

会計監督者 有　海　躬　行 鈴　木　勝　彦 森　下　立　昭

執行委員 都道府県 都道府県医師連盟委員長 負担金賦課対象者数基準「規約第13条2項（2）」
北海道 長　瀬　　　清 藤　原　秀　俊 松　家　治　道
青　森 齊　藤　　　勝 村　上　壽　治
岩　手 石　川　育　成 岩　動　　　孝
宮　城 （嘉　数　研　二）*1 櫻　井　芳　明
秋　田 小山田　　　雍 西　成　　　忍
山　形 中　目　千　之 中　條　明　夫
福　島 髙　谷　雄　三 星　　　北　斗
茨　城 小　松　　　満 石　渡　　　勇
栃　木 （太　田　照　男）*1 前　原　　　操
群　馬 月　岡　鬨　夫 須　藤　英　仁
埼　玉 金　井　忠　男 湯　澤　　　俊 金　沢　和　俊
千　葉 田　畑　陽一郎 土　橋　正　彦 清　水　正　寛
東　京 野　中　　　博 真　鍋　　　勉 猪　口　正　孝 近　藤　太　郎 野津原　　　崇

橋　本　雄　幸
神奈川 （大久保　吉　修）*1 加　藤　　　勲 松　井　住　仁 丸　田　桂　子
新　潟 渡　部　　　透 吉　沢　浩　志
富　山 馬　瀬　大　助 小　関　支　郎
石　川 近　藤　邦　夫 浮　田　俊　彦
福　井 大　中　正　光 池　端　幸　彦
山　梨 今　井　立　史 刑　部　利　雄
長　野 関　　　隆　教 関　　　　　健
岐　阜 （小　林　　　博）*1 野　川　秀　利
静　岡 篠　原　　　彰 紀　平　幸　一 徳　永　宏　司
愛　知 柵　木　充　明 山　本　　　楯 市　川　朝　洋
三　重 青　木　重　孝 小　林　　　篤
滋　賀 笠　原　吉　孝 猪　飼　　　剛　
京　都 安　達　秀　樹 森　　　洋　一
大　阪 （伯　井　俊　明）*1 茂　松　茂　人 生　野　弘　道 加　納　康　至
兵　庫 （川　島　龍　一）*2 西　田　芳　矢 足　立　光　平 生　方　享　司
奈　良 塩　見　俊　次 大　澤　英　一
和歌山 （寺　下　浩　彰）*1 山　田　和　毅
鳥　取 （魚　谷　　　純）*1 明　穂　政　裕
島　根 小　村　明　弘 湯　原　紀　二
岡　山 （石　川　　　紘）*1 松　山　正　春
広　島 平　松　恵　一 檜　谷　義　美 豊　田　秀　三
山　口 小　田　悦　郎 河　村　康　明
徳　島 齋　藤　義　郎 川　島　　　周
香　川 久米川　　　啓 小　西　久　典
愛　媛 久　野　梧　郎 菅　　　拓　也
高　知 岡　林　弘　毅 松　岡　錬　三
福　岡 （松　田　峻一良）*1 下河邉　　智 久 江　頭　啓　介 北　里　誠　也
佐　賀 池　田　秀　夫 横須賀　　　巖
長　崎 蒔　本　　　恭 髙　原　　　晶
熊　本 （福　田　　　稠）*1 髙　橋　　　洋
大　分 近　藤　　　稔 織　部　和　宏
宮　崎 河　野　雅　行 富　田　雄　二
鹿児島 池　田　琢　哉 野　村　秀　洋
沖　縄 宮　城　信　雄 安　里　哲　好

参与 石　井　正　三 石　川　広　己 鈴　木　邦　彦 笠　井　 　夫 羽　鳥　　　裕
松　本　純　一

（注）*1は常任執行委員。*2は会計責任者。

日本医師連盟役員・執行委員等名簿
平成26年7月31日
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平
成
二
十
六
年
七
月
四
日
、
横
倉

義
武
日
本
医
師
会
長
は
、
中
川
俊
男

副
会
長
、今
村
聡
副
会
長
と
と
も
に
、

総
理
大
臣
官
邸
に
安
倍
晋
三
内
閣
総

理
大
臣
を
訪
ね
、
日
本
医
師
会
役
員

選
挙
で
再
選
さ
れ
た
旨
挨
拶
を
行
っ

た
。
安
倍
総
理
か
ら
は
「
引
き
続
き
、

頑
張
ら
れ
ま
す
よ
う
」
と
激
励
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

そ
の
な
か
で
、
横
倉
会
長
は
日
本

医
師
会
の
三
つ
の
新
た
な
基
本
方
針

と
し
て
『（
─
国
民
と
共
に
歩
む
─
）

一
、
組
織
を
強
く
す
る
、
二
、
地
域

医
療
を
支
え
る
、
三
、
将
来
の
医
療

を
考
え
る
』を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

保
険
外
併
用
療
養
の
問
題
、
消
費
税

一
〇
％
引
き
上
げ
時
の
要
望
な
ど
、

現
在
抱
え
て
い
る
多
く
の
重
要
問
題

の
解
決
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
、
今
村
副
会
長
か
ら
「
医

療
機
関
に
お
け
る
控
除
対
象
外
消
費

税
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
、
日
本
医

師
会
と
し
て
も
現
在
医
療
界
全
体
の

意
見
を
ま
と
め
る
べ
く
議
論
を
急
い

で
い
る
。
年
内
に
消
費
税
率
の
一

〇
％
へ
の
引
き
上
げ
を
判
断
す
る
折

に
は
、
抜
本
的
な
解
決
策
の
決
定
を

お
願
い
し
た
い
。
今
回
で
決
め
て
い

た
だ
か
な
い
と
、
あ
ま
り
に
も
医
療

機
関
の
経
営
に
与
え
る
負
担
お
よ
び

影
響
が
大
き
す
ぎ
る
、
す
で
に
限
界

で
あ
る
」
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
。

安
倍
総
理
は
こ
れ
ら
の
意
見
を
受

け
止
め
、
日
本
医
師
会
新
執
行
部
と

の
挨
拶
を
終
え
た
。

（左から）今村聡副会長、横倉義武会長、安倍晋三内閣総理大臣、中川俊男副会長

会
員
の
先
生
方
に
は
、
平
素
よ
り

私
の
政
治
活
動
に
対
し
深
い
ご
理
解

と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
七
月
、
先
生
方
の
絶
大
な
る

ご
支
援
に
よ
り
国
政
に
送
り
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
て
か
ら
早
や
一
年
が

経
ち
ま
し
た
。
一
年
生
議
員
で
は
ご

ざ
い
ま
す
が
、
日
本
医
師
会
で
の
長

い
役
員
経
験
と
人
脈
を
活
か
し
、

数
々
の
医
療
を
取
り
巻
く
政
治
課
題

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
各
政

治
課
題
の
議
論
に
際
し
ま
し
て
は
、

全
国
の
医
師
会
の
先
生
方
、
医
療
現

場
の
先
生
方
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
ご

指
導
を
賜
り
、
ま
た
日
本
医
師
会
か

ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
ご
提
供
や

ご
教
示
も
賜
り
ま
し
て
、
国
政
で
の

活
動
を
お
支
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、

こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま
し
て
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
私
は
、
自
民
党
の
部
会
に
お

い
て
、
過
度
な
市
場
原
理
主
義
的
発

言
に
対
し
、
そ
の
場
で
即
座
に
反
論

し
、
医
療
現
場
の
現
状
に
つ
い
て
多

く
の
方
々
に
理
解
を
得
ら
れ
る
対
応

を
取
れ
る
こ
と
が
、
国
政
の
場
に
来

た
こ
と
の
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
第
百
八

十
六
回
通
常
国
会

が
六
月
二
十
二
日

に
閉
会
を
い
た
し

ま
し
た
。
一
月
二

十
四
日
の
召
集
か

ら
百
五
十
日
間
の

会
期
で
し
た
が
、

こ
の
間
、
厚
生
労

働
省
関
係
の
法
案

は
、
十
九
本
の
法

律
を
一
纏
め
に
し

た
「
地
域
に
お
け

る
医
療
及
び
介
護

の
総
合
的
な
確
保

を
推
進
す
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法

律
（
医
療
・
介
護

の
一
括
法
）」
を
は
じ

め
「
難
病
の
患
者
に
対

す
る
医
療
等
に
関
す
る

法
律
」「
改
正
医
薬
基

盤
研
究
所
法
」「
改
正

労
働
安
全
衛
生
法
」
な

ど
九
本
が
成
立
し
、
一

本
は
継
続
審
議
に
な
り

ま
し
た
。

所
属
の
厚
生
労
働
委

員
会
で
の
各
法
案
の
審

議
に
お
い
て
は
月
一
回

の
頻
度
で
質
問
に
立

ち
、
労
働
安
全
衛
生
法

改
正
で
は
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
に
よ
る
「
気
付

き
」
の
問
題
や
医
薬
基

盤
研
究
所
法
改
正
で
は

透
明
性
の
確
保
と
研
究

成
果
の
適
切
な
評
価
の
た
め
の
第
三

者
機
関
の
必
要
性
を
指
摘
い
た
し
ま

し
た
。

と
く
に
医
療
・
介
護
の
一
括
法
案

審
議
に
お
い
て
は
、
ま
ず
医
療
事
故

調
査
制
度
創
設
の
問
題
を
取
り
上
げ

て
、
産
婦
人
科
の
先
生
方
が
ご
心
配

の
医
療
事
故
の
対
象
と
な
る
死
産
の

定
義
に
つ
い
て
質
し
、
厚
労
省
医
政

局
長
よ
り
「
人
工
死
産
は
当
然
含
ま

れ
な
い
が
、
自
然
死
産
で
も
、
妊
娠

中
の
診
療
・
医
療
行
為
で
万
一
そ
れ

に
よ
っ
て
予
期
し
な
か
っ
た
け
れ
ど

も
残
念
な
が
ら
死
産
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
場
合
に
は
対
象
に
な
り
得
る

も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。今
後
、

死
産
に
限
ら
ず
、
具
体
例
も
含
め
な

が
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
な
か
で
し
っ

か
り
と
判
断
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
形
で
お
示
し
を
し
て
い
き
た
い
」

と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
内
閣
府
所
管
の
「
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構
法
」「
健
康
・
医

療
戦
略
推
進
法
」
の
審
議
に
お
い
て

は
内
閣
委
員
会
で
も
質
問
に
立
ち
、

体
制
構
築
に
際
し
て
の
問
題
点
を
指

摘
し
、
さ
ら
に
関
連
で
、
保
険
外
併

用
療
養
費
制
度
の
拡
大
策
と
し
て
規

制
改
革
会
議
が
提
案
し
て
い
る
「
選

択
療
養
」
は
、
安
全
性
、
有
効
性
が

ど
の
く
ら
い
担
保
さ
れ
た
も
の
な
の

か
質
し
、
後
藤
田
正
純
内
閣
府
副
大

臣
よ
り
「
安
全
性
、
有
効
性
は
絶
対

的
な
も
の
で
あ
り
、
選
択
療
養
は
い

わ
ゆ
る
混
合
診
療
の
全
面
解
禁
と
は

ま
っ
た
く
性
質
の
異
な
る
も
の
」
と

の
明
確
な
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し

た
。
な
お
、
結
果
と
し
て
は
「
患
者

申
出
療
養
」
と
名
称
を
変
更
し
て
答

申
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
立
法
で
は
、「
国
民
が
受
け

る
医
療
の
質
の
向
上
の
た
め
の
医
療

機
器
の
研
究
開
発
及
び
普
及
の
促
進

に
関
す
る
法
律
」
な
ど
所
属
の
議
員

連
盟
を
通
じ
て
成
立
に
向
け
た
議
論

で
意
見
を
述
べ
て
参
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
数
々
の
議
員
連
盟
や
勉
強
会

に
所
属
し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
、「
医

療
基
本
法
」
や
「
成
育
基
本
法
」
な

ど
新
た
な
議
員
立
法
の
成
立
を
目
指

し
て
立
ち
上
げ
中
の
議
員
連
盟
で

は
、
事
務
局
と
し
て
積
極
的
に
働
い

て
お
り
ま
す
。

と
く
に
、
有
床
診
療
所
の
医
療
法

へ
の
位
置
づ
け
や
診
療
報
酬
改
定
で

の
評
価
の
見
直
し
、
防
火
設
備
の
整

備
に
対
す
る
財
政
支
援
は
、
有
床
診

療
所
の
活
性
化
を
目
指
す
議
員
連
盟

で
の
活
発
な
活
動
と
働
き
か
け
の
成

果
で
す
。

国
会
閉
会
後
の
七
月
中
も
予
算
委

員
会
や
厚
生
労
働
委
員
会
な
ど
で
閉

会
中
審
査
が
行
わ
れ
、
議
員
連
盟
で

の
視
察
や
平
成
二
十
七
年
度
予
算
概

算
要
求
基
準
の
党
内
議
論
も
始
ま
り

ま
し
た
の
で
、
夏
休
み
も
な
く
国
会

活
動
と
地
元
行
事
、
全
国
の
医
師
会

訪
問
で
飛
び
回
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
国
民
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
指
導
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚生労働委員会での質疑（4月8日）

参議院自民党政策審議会で発言（5月21日）

通
常
国
会
を
終
え
て

〜
国
政
活
動
の
ご
報
告
〜

参
議
院
議
員
　羽
生
田

　俊
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